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ズ
シ
ン
と
、
底
か
ら
突
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な

衝
撃
だ
っ
た
。
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
数
秒
。
ベ
ッ

ド
の
上
で
な
す
が
ま
ま
だ
っ
た
。
九
月
六
日
未
明

の
胆
振
地
方
を
震
源
と
し
た
最
大
震
度
七
の
地
震

と
、
そ
れ
に
伴
う
北
海
道
全
域
の
停
電
。
私
た
ち

の
生
活
の
も
ろ
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　

当
日
未
明
、
札
幌
市
中
心
部
の
会
社
へ
向
か
う

た
め
、携
帯
電
話
の
明
か
り
を
頼
り
に
着
替
え
た
。

タ
ク
シ
ー
の
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
。
と
り
あ
え

ず
、
自
宅
を
出
た
。
真
っ
暗
な
闇
に
突
然
放
り
出

さ
れ
た
よ
う
で
、
恐
る
恐
る
道
を
進
ん
だ
。

　

運
良
く
、
タ
ク
シ
ー
を
捕
ま
え
、
途
中
、
札
幌
・

ス
ス
キ
ノ
を
通
っ
た
。
ネ
オ
ン
と
信
号
が
消
え
、

道
路
を
人
と
車
が
行
き
交
う
。空
を
見
上
げ
る
と
、

星
が
見
え
た
。
い
つ
も
は
気
づ
か
な
か
っ
た
夜
の

空
だ
っ
た
。
二
四
時
間
、
明
か
り
が
消
え
る
こ
と

な
く
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
現
金
を
引
き
出
せ
、
食
料
で

も
家
電
製
品
で
も
何
で
も
自
由
に
買
い
物
が
で
き

る
―
―
。
こ
れ
が
日
常
だ
と
思
っ
て
い
た
街
は
、

実
は
非
日
常
の
世
界
だ
っ
た
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
、
西
日
本
豪
雨
…

…
。
こ
こ
数
年
、
大
き
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ

て
き
た
。
日
本
の
防
災
体
制
は
強
化
さ
れ
、
よ
り

充
実
し
て
き
た
は
ず
だ
っ
た
。
だ
が
、
北
海
道
全

域
の
停
電
と
い
う
想
定
外
の
事
態
が
起
き
、
電
力

供
給
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
た
。

散 射 韻

あ
る
も
の
の
、
公
表
さ
れ
る
前
の
情
報
も
少
な
く

な
く
、
混
乱
に
拍
車
を
欠
け
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

道
内
の
関
係
者
か
ら
は
「
ま
だ
外
部
に
出
し
て

い
な
い
情
報
が
発
信
さ
れ
る
た
び
に
別
の
と
こ
ろ

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
き
て
、
ど
う
な
っ
て
い
る
ん

だ
と
言
わ
れ
た
」「
政
治
家
は
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

の
だ
ろ
う
が
、
迷
惑
な
こ
と
も
あ
る
」
と
い
っ
た

声
が
漏
れ
た
。

　

心
肺
停
止
を
死
亡
と
取
り
違
え
て
発
表
す
る
な

ど
、
道
と
政
府
で
死
者
数
の
ず
れ
も
相
次
い
だ
。

本
来
、
死
者
数
は
都
道
府
県
が
認
定
し
、
発
表
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、政
府
が
先
ん
じ
た
結
果
、

誤
っ
た
情
報
が
流
れ
た
。

　

自
民
党
総
裁
選
で
対
立
候
補
の
石
破
茂
氏
と
の

論
争
を
避
け
て
き
た
安
倍
晋
三
首
相
に
と
っ
て

は
、地
震
が
追
い
風
に
感
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

安
倍
首
相
は
地
震
か
ら
三
日
後
、
被
災
し
た
厚
真

町
を
視
察
し
た
。
安
否
不
明
者
の
捜
索
作
業
が
続

き
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
も
十
分
で
な
い
中
、

政
治
家
の
訪
問
に
公
務
員
の
力
を
割
く
こ
と
が
適

切
な
の
だ
ろ
う
か
。
安
倍
首
相
は
地
震
関
係
閣
僚

会
議
で
、「
被
災
状
況
を
直
接
こ
の
目
で
確
認
し
、

被
災
者
の
生
の
声
を
う
か
が
い
、
対
策
に
生
か
し

た
い
」
と
表
明
し
た
が
、
手
元
に
あ
る
原
稿
を
読

ん
で
お
り
、
自
身
の
言
葉
で
語
っ
て
い
る
よ
う
に

は
見
え
な
か
っ
た
。
被
災
者
の
心
に
、
首
相
の
言

葉
は
届
い
た
の
だ
ろ
う
か
。　
　
　
　
　

＜

洋＞

　

北
海
道
電
力
の
苫
東
厚
真
火
力
発
電
所
の
三
機

が
同
時
に
停
止
し
、
電
力
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
道
内
の
電
力
は
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

し
た
。
緊
急
時
に
融
通
さ
れ
る
は
ず
の
本
州
か
ら

の
電
力
も
止
ま
っ
た
。
北
電
は
道
内
全
域
の
停
電

リ
ス
ク
は
低
い
と
考
え
、
対
策
を
十
分
に
取
っ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
電
力
供
給
事
業
者
と
し
て

そ
の
責
任
は
大
き
い
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、
泊

原
発
が
停
止
し
、
道
内
の
電
力
の
約
五
割
を
厚
真

火
力
発
電
所
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
も
要
因
の
よ
う

だ
。
今
後
、
泊
原
発
の
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
体
制

の
強
化
は
大
切
だ
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
で

止
ま
っ
た
原
発
が
、
今
回
の
地
震
を
契
機
に
、
再

稼
働
の
議
論
が
高
ま
る
こ
と
は
本
末
転
倒
だ
ろ
う
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

政
治
家
の
言
動
は
被
災
者
に
ど
う
映
っ
た
だ
ろ

う
か
。
自
ら
の
電
力
政
策
の
不
十
分
さ
を
さ
て
お

き
、
北
電
に
指
示
し
て
電
力
復
旧
に
全
力
を
挙
げ

て
い
る
姿
を
強
調
す
る
閣
僚
た
ち
。
世
耕
弘
成
経

済
産
業
相
は
発
生
当
日
の
朝
、「
数
時
間
以
内
に

復
旧
の
め
ど
を
つ
け
る
」
と
力
ん
だ
が
、
道
内
の

ほ
ぼ
全
域
で
電
力
が
回
復
す
る
ま
で
二
日
も
か

か
っ
た
。
一
方
で
、
地
震
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
情
報

を
い
ち
早
く
発
信
。
偽
情
報
が
ネ
ッ
ト
で
流
れ
る

中
、
信
頼
で
き
る
情
報
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
面
は

停電と原発と政治家


